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民
生
委
員
に
つ
い
て

問　
地
域
住
民
の
よ
き
相
談
相
手
と
し

て
、
ま
た
福
祉
行
政
と
の
パ
イ
プ
役
と

し
て
地
域
福
祉
の
向
上
に
尽
力
し
て
い

る
民
生
委
員
の
仕
事
は
、
質
・
量
と
も

に
負
担
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
。
こ
の

こ
と
も
原
因
と
な
り
、
平
成
22
年
12
月

の
改
選
か
ら
現
在
ま
で
欠
員
の
地
区
が

あ
る
が
、
欠
員
解
消
に
ど
の
よ
う
に
取

り
組
ん
で
い
る
の
か
。

答　
民
生
委
員
の
役
割
や
活
動
に
つ
い

て
は
、
市
民
に
そ
の
内
容
が
十
分
に
周

知
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
ま
た
、
民
生

委
員
に
過
度
の
負
担
が
か
か
っ
て
い
る

こ
と
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
た
め
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
各
種
イ
ベ
ン
ト
で
の
Ｐ
Ｒ

の
ほ
か
、
よ
り
効
果
的
な
周
知
方
法
を

検
討
す
る
と
と
も
に
、
自
治
会
や
民
生

委
員
推
薦
委
員
会
な
ど
の
協
力
に
よ
り
、

欠
員
解
消
に
努
め
て
い
き
た
い
。

要
望　
今
後
、
高
齢
者
を
中
心
と
し
た

対
応
困
難
な
事
例
が
増
え
、
特
に
中
層

住
宅
な
ど
が
多
い
地
域
で
は
、
深
刻
な

問
題
に
な
る
た
め
、
対
応
方
法
を
検
討

し
て
ほ
し
い
。

地
球
温
暖
化
対
策
の
取
り
組
み
に
つ
い

て問　
東
日
本
大
震
災
以
後
、
省
エ
ネ
や

地
産
地
消
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
対
す
る
市
民

の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
。
住
宅
用
太

陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
へ
の
県
と
市

の
補
助
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
拡
大
を

検
討
す
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

答　
補
助
事
業
を
開
始
し
て
か
ら
年
々

補
助
件
数
を
増
や
し
て
い
る
。
太
陽
光

発
電
は
家
庭
で
の
二
酸
化
炭
素
排
出
削

減
の
有
効
な
手
段
で
あ
り
、
地
球
温
暖

化
対
策
の
一
環
と
し
て
県
も
太
陽
光
発

電
を
進
め
て
い
る
た
め
、
今
後
の
県
の

動
向
を
見
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

全
国
植
樹
祭
後
の
森
林
づ
く
り
に
つ
い

て問　
全
国
植
樹
祭
で
行
っ
た
市
民
総
ぐ

る
み
の
招
致
活
動
、
美
化
活
動
、
植
樹

活
動
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
地
球
温
暖

化
対
策
の
た
め
に
森
林
が
持
つ
多
面
的

機
能
や
森
林
を
守
る
こ
と
に
興
味
を
持

っ
た
市
民
は
多
い
。
こ
の
森
林
づ
く
り

に
対
す
る
市
民
力
・
地
域
力
を
一
過
性

の
も
の
と
せ
ず
、
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
意
識
の
高
揚
を
図
っ
て
森
林
づ
く
り

を
進
め
る
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
事
業

を
展
開
し
て
い
く
の
か
。

答　
全
国
植
樹
祭
で
は
ぐ
く
ま
れ
た
環

境
・
森
林
保
全
へ
の
市
民
意
識
の
高
揚

に
よ
り
、
秦
野
ら
し
い
森
林
づ
く
り
を

市
民
力
・
地
域
力
で
進
め
る
こ
と
が
大

切
で
あ
る
た
め
、
市
民
に
よ
る
森
林
づ

く
り
実
行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
植
樹

・
育
樹
・
活
樹
の
視
点
で
、
森
林
の
循

環
・
保
全
を
推
進
す
る
事
業
を
実
施
し

て
い
る
。
森
林
・
里
山
へ
の
市
民
の
高

ま
る
思
い
に
応
え
る
た
め
に
も
、
は
だ

の
一
世
紀
の
森
林
づ
く
り
構
想
を
着
実

に
推
進
し
、
世
代
を
超
え
た
市
民
の
森

林
づ
く
り
へ
の
参
加
の
機
会
を
拡
大
し

て
い
き
た
い
。

地
域
ブ
ラ
ン
ド
等
の
育
成
に
つ
い
て

問　
統
一
的
な
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立

を
目
指
す
こ
の
事
業
は
、
国
の
ふ
る
さ

と
雇
用
再
生
事
業
交
付
金
を
活
用
し
、

商
工
会
議
所
に
事
業
委
託
し
て
い
る
が
、

委
託
効
果
や
今
後
の
事
業
主
体
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

答　
各
種
団
体
で
構
成
す
る
推
進
協
議

会
で
事
業
展
開
を
行
っ
て
い
る
が
、
団

体
と
密
接
な
か
か
わ
り
を
持
つ
商
工
会

議
所
が
事
業
主
体
と
な
る
こ
と
で
円
滑

な
運
営
が
図
ら
れ
て
い
る
。
今
後
も
商

品
開
発
や
販
路
拡
大
な
ど
に
ノ
ウ
ハ
ウ

を
持
つ
商
工
会
議
所
が
主
体
と
な
り
取

り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
。

橋
り
ょ
う
の
長
寿
命
化
に
つ
い
て

問　
橋
り
ょ
う
の
長
寿
命
化
修
繕
計
画

を
策
定
す
る
た
め
、
市
内
88
か
所
の
橋

り
ょ
う
の
点
検
を
行
っ
た
が
、
そ
の
結

果
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
経
過
観
察
を
含
め
、
現
時
点
で
修

繕
の
必
要
の
な
い
橋
り
ょ
う
が
65
橋
、

今
後
修
繕
の
必
要
の
あ
る
橋
り
ょ
う
が

22
橋
、
早
急
に
対
応
の
必
要
な
橋
り
ょ

う
が
１
橋
あ
っ
た
。
橋
り
ょ
う
損
傷
の

主
な
要
因
は
、
川
の
流
れ
に
よ
っ
て
、

川
底
が
洗
掘
し
た
こ
と
で
あ
り
、
下
水

道
部
と
調
整
を
図
り
な
が
ら
、
渇
水
期

に
補
修
対
応
を
予
定
し
て
い
る
。

防
災
行
政
無
線
の
活
用
に
つ
い
て

問　
震
災
な
ど
で
携
帯
電
話
が
通
信
不

能
に
陥
っ
た
際
、
防
災
行
政
無
線
の
果

た
す
役
割
は
大
変
重
要
と
な
る
が
、
市

内
が
停
電
と
な
っ
た
場
合
で
も
防
災
行

政
無
線
の
使
用
は
可
能
か
。

答　
現
在
、
市
内
に
１
１
２
基
あ
る
防

災
行
政
無
線
に
は
、
停
電
時
に
備
え
て

バ
ッ
テ
リ
ー
を
設
置
し
て
い
る
た
め
、

使
用
が
可
能
で
あ
り
、
５
分
間
の
放
送

と
55
分
間
の
休
憩
を
繰
り
返
し
て
使
用

し
た
場
合
、
お
お
よ
そ
３
日
間
の
放
送

が
可
能
で
あ
る
。

は
だ
の
っ
子
ア
ワ
ー
ド
に
つ
い
て

問　
ふ
る
さ
と
秦
野
を
愛
す
る
子
ど
も

を
は
ぐ
く
む
た
め
に
、
ア
ワ
ー
ド
を
実

施
し
、
大
き
な
成
果
を
得
て
い
る
が
、

新
た
な
テ
ー
マ
の
設
置
を
検
討
す
べ
き

と
思
う
が
ど
う
か
。

答　
今
後
、
秦
野
の
文
化
財
の
写
生
画

や
未
来
の
空
想
画
な
ど
、
秦
野
オ
リ
ジ

ナ
ル
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
も
、
運
営
委

員
会
で
協
議
し
て
い
き
た
い
。

教
職
員
の
健
康
管
理
に
つ
い
て

要
望　
体
調
を
崩
し
て
休
職
し
て
い
る

教
職
員
の
６
割
以
上
は
精
神
疾
患
で
、

年
々
増
加
し
て
い
る
。
教
職
員
の
健
康

管
理
を
徹
底
し
、
よ
り
よ
い
教
育
環
境

を
つ
く
っ
て
ほ
し
い
。

不
納
欠
損
に
つ
い
て

問　
不
納
欠
損
額
を
納
期
限
別
に
処
理

し
た
経
過
と
メ
リ
ッ
ト
は
ど
う
か
。

答　
従
来
、
年
度
別
で
不
納
欠
損
の
処

理
を
行
っ
て
い
た
が
、
県
の
指
導
や
民

間
の
貸
付
契
約
で
も
時
効
を
償
還
月
ご

と
の
管
理
に
変
わ
り
、
自
治
体
が
起
こ

し
た
民
事
調
停
の
事
案
で
は
時
効
に
よ

り
支
払
わ
な
い
主
張
が
認
め
ら
れ
、
県

下
で
は
８
市
が
実
施
し
て
い
る
。
本
市

も
税
金
に
つ
い
て
は
、
平
成
22
年
度
か

ら
納
期
限
別
に
変
更
し
た
。

▼
反
対
討
論

　

急
激
な
経
済
悪
化
に
よ
り
、
市
民
の

暮
ら
し
は
危
機
的
状
況
の
中
、
本
市
の

決
算
は
地
方
自
治
法
に
あ
る
福
祉
の
増

進
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
も
の
に
な

っ
て
い
な
い
。
ま
た
、
渋
沢
駅
前
落
合

線
街
路
築
造
事
業
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ

ー
建
設
の
た
め
の
事
業
、
新
東
名
高
速

道
路
建
設
に
伴
う
費
用
へ
の
支
出
な
ど

が
あ
る
た
め
、
反
対
す
る
。

▼
賛
成
討
論

　

総
合
計
画
第
三
期
基
本
計
画
の
総
仕

上
げ
の
年
だ
っ
た
が
、
市
民
総
ぐ
る
み

で
成
功
裏
に
終
え
た
全
国
植
樹
祭
や
、

新
源
泉
掘
削
に
よ
る
観
光
商
業
の
推
進

に
取
り
組
ん
だ
こ
と
に
つ
い
て
評
価
す

る
。
公
債
費
に
お
い
て
は
、
臨
時
財
政

対
策
債
に
過
度
に
依
存
し
な
い
財
政
運

営
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
ト
ッ
プ
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
の
強
化
と
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ

プ
を
図
り
、
経
済
危
機
や
不
測
の
事
態

に
も
柔
軟
に
対
応
で
き
る
行
財
政
運
営

に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

▼
議
決
結
果

　

委
員
会　

認　

定
（
賛
成
多
数
）

　

本
会
議　

認　

定
（
賛
成
多
数
）

滞
納
整
理
業
務
の
民
間
委
託
に
つ
い
て

問　
平
成
20
年
度
か
ら
、
徴
収
率
向
上

の
た
め
滞
納
整
理
業
務
を
民
間
委
託
し

て
い
る
が
、
そ
の
効
果
は
ど
の
よ
う
か
。

ま
た
、
24
年
度
か
ら
実
施
す
る
水
道
料

金
業
務
の
包
括
委
託
へ
向
け
て
、
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答　
未
収
金
の
徴
収
額
は
、
給
水
停
止

を
含
め
た
取
り
組
み
に
よ
り
、
21
年
度

よ
り
も
増
加
し
た
も
の
の
、
徴
収
率
の

伸
び
は
、
十
分
と
は
言
え
な
い
。
今
後

は
、
電
算
シ
ス
テ
ム
や
窓
口
業
務
を
は

じ
め
、
検
針
か
ら
、
収
納
、
滞
納
整
理

業
務
ま
で
一
連
の
料
金
業
務
を
、
同
一

の
業
者
に
委
託
す
る
包
括
委
託
や
、
24

時
間
料
金
納
入
が
可
能
と
な
る
コ
ン
ビ

ニ
収
納
を
導
入
す
る
な
ど
、
経
営
の
工

夫
、
改
善
に
よ
り
、
さ
ら
な
る
利
用
者

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
経
費
削
減
、
収
入

確
保
に
努
め
た
い
。

▼
反
対
討
論

　

水
道
使
用
料
に
消
費
税
を
課
し
、
失

業
者
や
低
所
得
者
な
ど
、
市
民
に
多
額

の
負
担
を
求
め
た
こ
と
か
ら
反
対
す
る
。

▼
議
決
結
果

　

委
員
会　

認　

定
（
賛
成
多
数
）

　

本
会
議　

認　

定
（
賛
成
多
数
）

国
保
財
政
健
全
化
の
取
り
組
み
に
つ
い

て問　
平
成
22
年
度
の
税
率
改
正
に
伴
い
、

よ
り
一
層
の
自
助
努
力
を
実
施
す
る
と

の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
取
り
組
み
は
ど

の
よ
う
か
。

答　
特
定
健
診
の
受
診
率
と
特
定
保
健

指
導
の
利
用
率
の
向
上
を
目
的
と
し
、

生
活
習
慣
病
の
改
善
に
関
す
る
出
前
講

座
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
特
定
健
診 

受
診
券
を
送
付
す
る
際
に
、
受
診
後
の

保
健
指
導
勧
奨
用
の
チ
ラ
シ
を
同
封
し

た
。
ま
た
、
レ
セ
プ
ト
点
検
を
強
化
し

た
ほ
か
、
健
康
保
険
証
の
台
紙
を
利
用

し
た
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
お
願
い
カ

ー
ド
の
配
付
や
出
前
講
座
な
ど
の
実
施

に
よ
り
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
使
用

促
進
を
図
っ
た
。

▼
反
対
討
論

　

資
格
証
の
交
付
、
収
入
の
な
い
人
へ

の
資
産
割
課
税
、
子
ど
も
へ
の
均
等
割

課
税
を
続
け
て
い
る
た
め
反
対
す
る
。

▼
議
決
結
果

　

委
員
会　

認　

定
（
賛
成
多
数
）

　

本
会
議　

認　

定
（
賛
成
多
数
）

下
水
道
使
用
料
の
改
定
に
つ
い
て

意
見　
一
般
会
計
繰
出
金
の
基
準
外
の

繰
り
出
し
が
２
億
円
を
超
え
て
い
る
。

繰
出
金
の
減
少
や
、
財
政
健
全
化
の
た

め
、
下
水
道
使
用
料
を
早
期
に
改
定
す

べ
き
で
あ
る
。

▼
反
対
討
論

　

下
水
道
使
用
料
に
消
費
税
を
課
し
て

お
り
、
ま
た
、
下
水
道
は
都
市
基
盤
整

備
事
業
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
都

市
計
画
税
に
加
え
、
受
益
者
負
担
金
を

徴
収
し
て
い
る
こ
と
は
、
市
民
に
と
っ

て
二
重
の
負
担
に
な
っ
て
い
る
た
め
反

対
す
る
。

▼
議
決
結
果

　

委
員
会　

認　

定
（
賛
成
多
数
）

　

本
会
議　

認　

定
（
賛
成
多
数
）

▼
議
決
結
果

　

委
員
会　

認　

定
（
賛
成
全
員
）

　

本
会
議　

認　

定
（
賛
成
全
員
）

居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

要
望　
高
齢
化
が
進
む
中
、
入
所
可
能

な
施
設
数
に
も
限
り
が
あ
る
た
め
、
今

後
、
在
宅
に
よ
る
高
齢
者
の
介
護･

看

護
が
不
可
欠
と
な
る
。
在
宅
の
要
介
護

者
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
介
護

と
看
護
の
両
方
を
含
め
た
24
時
間
地
域

循
環
型
訪
問
サ
ー
ビ
ス
の
実
現
に
取
り

組
ん
で
ほ
し
い
。

▼
議
決
結
果

　

委
員
会　

認　

定
（
賛
成
全
員
）

　

本
会
議　

認　

定
（
賛
成
全
員
）

▼
反
対
討
論

　

後
期
高
齢
者
制
度
を
廃
止
し
、
老
人

保
険
制
度
に
戻
す
と
と
も
に
、
国
庫
負

担
を
抜
本
的
に
増
額
し
、
窓
口
負
担
の

無
償
化
や
保
険
料
負
担
を
軽
減
す
べ
き

で
あ
る
た
め
反
対
す
る
。

▼
議
決
結
果

　

委
員
会　

認　

定
（
賛
成
多
数
）

　

本
会
議　

認　

定
（
賛
成
多
数
）

　

日
ご
と
に
寒
さ
が
増
し
ま
す
が
、
皆

さ
ま
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　

さ
て
、
市
議
会
議
員
選
挙
後
、
初

の
定
例
会
と
な
っ
た
今
定
例
会
で
は
、

平
成
22
年
度
決
算
の
審
査
な
ど
を
行

い
、
さ
ま
ざ
ま
な
議
論
を
交
わ
し
ま

し
た
が
、
早
く
も
11
月
24
日
か
ら
12

月
定
例
会
が
開
会
し
ま
す
。
本
市
の

課
題
を
解
決
す
る
た
め
、
一
層
の
努

力
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
今
号
か
ら
新
し
い
編
集
委

員
で
の
編
集
と
な
り
ま
し
た
。
今
後

も
読
み
や
す
く
、
親
し
ま
れ
る
「
議

会
だ
よ
り
」
を
目
指
し
て
努
力
い
た

し
ま
す
。

委
員
長

副
委
員
長

委　
　

員
同同同同同同同同同

村
上　
　

茂

古
木　

勝
久

横
山
む
ら
さ
き

露
木　

順
三

八
尋　

伸
二

佐
藤　
　

敦

木
村　

眞
澄

今
井　
　

実

神
倉　

寛
明

高
橋　

文
雄

風
間　

正
子

吉
村　

慶
一

決
算
特
別
委
員

編
集
後
記

◆次号の議会だより（２月上旬発行予定）は、12月定例会の概要などをお知らせします。


